
シベ リアの古典植物文献あれこれ

1 , 1まじめに

「北方山草」第 4号 のテーマがアジア大

陸ということなので、アジア大陸の中でも

特に北海道の高山植物、山草 と植物地理学

上密接な関係を持つシベ リアの植物 ―一そ

れについての古い文献を思いつくま虫に記

して見たい。

本題に入る前に、一
応日本の高山帯と日

本以外のアジアの地域とに共通分布する植

物について少しふれて置 くことにする。

「北方山草」第 2号 (1981)の 拙稿 「日

本の高山植物相の区系植物地理」中に記述

したように、日本の高山常に自生すること

が知られているシダ植物および種子植物の

種類数は 574である。その中で、日本の固

有種をも含んだアジア要素は、 347種、

60,5%と高率を示 している。その347種中

日本の固有種 187種を除 くと、 160種 、

27,9拷。これが、日本の高山帯と大陸部分

を含むアジアのどこかに共通に産する種で

ある。参考までに、それらの名称を種の単

位 (亜種、変種、品種も含めた )で列記す

ると次のようになる。

シダ植物

イッポンフラビ、オオメシダ、 ミヤマヘ

ビノネゴザ、 ミヤマイヌワラビ、 ミヤマウ

ラジロ、オクヤマシダ、タカネシダ、カラ

クサイノデ、以上 8種。

種子植物一裸子植物

トウヒ、ハイマツ、イブキ、以上 3種。

松本市  豊  国  秀  夫

被子植物
―

双子葉lF_物

エ ブミヤマヤナギ、 ミヤマヤナギ、 ダケ

カンバ、カマヤ リソウ、チシマヒメイ ワタ

デ、 ウラジロタデ、カラフ トダイオ ウ、 メ

アカンフスマ、 タカネ ミミナ グサ、スガワ

ラビランジ、 シラオイハ ヨベ、 シヨタンハ

ヨベ、 リシ リブシ、キタダヶソウ、 ミヤマ

ハ ンシ ョウズル、モ ミジカラマツ、 レブン

キ ンバイ ソウ、ボタンキンバイ、 ミヤマオ

ダマキ、 コマクサ、イ ワハタザオ、モイ ワ

ナズナ、オクエ ゾナズナ、ハ クセ ンナズナ、

ユウバ リミセバヤ、 ダイモンジソウ、 クモ

マユキノシタ、チシマクモマ グサ、ヤマハ

ナ ソウ、オニシモツケ、エ ゾノシモツケソ

ウ、 ノウゴイチ ゴ、シロバナヘ ビイチ ゴ、

ミヤマキ ンバイ、 メアカンキ ンバイ、 ミネ

ザ クラ、 カライ トソウ、ナガボノシロワレ

モコウ、 タカネナナカマ ド、イ ワオオギ、

ヒダカゲンゲ、 ヒダカ ミヤマノエ ン ドウ、

グンナイフウロ、エ ゾフウロ、 ヒメナツ ト

ウダイ、 ツルツゲ、ムラサキ ツ リバナ、 ミ

ネカエデ、オガラバナ、イ ワオ トギ リ、タ

カネス ミレ、 ヒメアカバナ、 ミヤマアカバ

ナ、アシボ ソアカバナ、 ミヤマセ ンキ ュウ、

ハ クサ ンボウフウ、チシマニンジン、 ミヤ

マウイキ ョウ、以上 58種 は離弁花。

カラフ トイチヤクソウ、 コメバ ツガザ ク

ラ、チシマツガザ クラ、 コヨウラク、キパ

ナシャクナゲ、イ ワツツジ、オオバスノキ、

ユキ ワリソウ、サ ンプクリン ドウ、チシマ
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セ ンブ リ、 リ シ リリン ドウ、 タテヤマ リン

ドウ、 エ ブ リン ドウ、チチ ブ リン ドウ、 ミ

ヤマ ム ラサキ、 エ ブル リソウ、 オオバ ミゾ

ホ ウズキ、 シオ ガマギ ク、 エ ゾシォ ガマ、

キ クパ クワガタ、 エ ゾヒメクワガタ、 スル

ガ ヒ ョウタ ンボ ク、 クロ ミノ ウ グイス カ グ

ラ、 チ シマ ヒ ョウタ ンボ ク、 ウヨンウツギ、

ムシカ リ、 タカネオ ミナエ シ、 モイ ワシヤ

ジ ン、 タニギキ ョウ、 アサ ギ リソウ、 エ ゾ

ノサ ワアザ ミ、 フタマタタ ンポポ、 ミ ヤマ

アズマギ ク、 タカネ ニガナ、エ ゾウスユキ

ソウ、 ウスユキ ソウ、 ト ウゲブキ、 ヵ ラフ

トアザ ミ、 ミ ヤマオ グル マ、 オ ダサ ムタ ン

ポポ、以上 40種 は合弁花。

単子葉植物

フ トヒルムシロ、チシマザサ、 ミ ヤマヌ

カボ、 ヒメノガ リヤス、タカネノガ リヤス、

ミヤマノガ リヤス、 ミ ヤマ ドジ ョウツナギ、

ヒロハノ ドジ ョウツナギ、カラフ トイチ ゴ

ツナギ、 ミヤマイチ ゴツナギ、 ヒメカラフ

トイチ ゴツナギ、 ヒラギシスゲ、タカネシ

ョウジ ョウス ゲ、 ヒメアゼス ゲ、 ミ ャマ ク

ロス ゲ、 イ トキ ンス ゲ、 コ ハ リス ゲ、 ヤ リ

ス ゲ、 セ ンジ ョウス ゲ、 タカネ ヒメス ゲ、

ホ ロムイス ゲ、 カ ワズス ゲ、 ヒヵゲハ リス

ゲ、 ヒメス ゲ、 マ ンシ ュウクロカ ワズス ゲ、

ツルス ゲ、 ミヤマアシボ ソス ゲ、 タカネナ

ル コ、 ゴ ンケ ンス ゲ、 ミ ヤケス ゲ、 イ ワス

ゲ、オ ノエス ゲ、 ヌイオス ゲ、 クロヌマハ

リイ、 タカネ クロス ゲ、 ミ ヤマホ ソコウガ

イゼキ シ ョウ、 エ ブイ トイ、 ク ロヨウガイ

ゼキ シ ョウ、 タカネスズ メノ ヒエ、 ツバ メ

オ モ ト、 エ ブゼ ンテイ カ、 ヤチギボ ウシ、

クル マュ リ、 エ ゾバ イ ヶィ ソウ、 リ シ リソ

ウ、コイチ ョウラン、 ミヤマフタバラン、

フリドオシラン、ノビネチ ドリ、キソチ ド

リ、 トキソウ、以上 51種。

2.18世 紀のシベ リアの植物文献

ドイツの植物学者 グメリン(J.G.Gmc

lin)は 、 1733年 から 1743年迄の間にシ

ベ リアの植物調査をおこなった。その成果

は 「シベ リア植物誌Jと して 4巻 にまとめ

られ、 1747年から1769年 にかけて、帝政

ロシア時十代の首都セン ト・ピータースブル

ク(現 レエングラード)で 出版 された。本

書に使われている植物の学名は、現在の学

名のような二名法ではないので、グモイ リ

図 1 グ メリン 「シベリア植物誌」第 4巻

(1769)の タイ トル頁
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チ ド

ン ドウの母種 トウヤ ク リン ドウには Ge n t―

iana floribus terrninalibus diaphar.is

(「茎頂に色の無い花をつけるリンドウ」

の意 )という長い学名がつけられている。

本書は日本にも幾セットかは存在 し、北海

道では、北大農学部植物学教室図書室およ

び理学部植物学教室の蔵書中にある。
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図 2.グ メリン 「シベ リア植物誌」第 4巻

の 106頁。75は トウヤクリンドウの学

名と記載文。

グメリンの 「シベリア植物誌」に載つた

二名法によらない植物の学名については、

1841年 に、 やはリドイツの植物学者でロ

シアの植物を研究 したレデボール (C.F。

vOn Ledebour)に より、二名法による学

名と対照して解説された。
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図 3.レ デボール 「グメリンのシベ リア植

物誌 解 説J(1841年 )

18世紀末になって、やはリドイツの植物

学者のパラス (P.S,Pallas)に よリロシ

アの植物研究がなされ、 1784年 から88年

にかけて 「ロシア植物誌」 2巻が、セント

・ピータースブルクで出版 された。表題は

ロシア植物誌であるが、シベ リアを含む極

東地域の植物も多数、本書中で命名されて

いる。 トウヤクリンドウ、ヨコヤマリンド

ウ、チシマセンブリに正式に学名命名がな

されたのは本書である。大型の本なので、

グメリンの 「シベリア植物誌」よりも日本

の図書館では数がすくない。北海道では、

‐
‐
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北大農学部の植物学教室の図書室に蔵書さ

れている。図版が彩色されているので、植

物の花の色なども、単に文字だけの記載 と

違って判 りやすい。

3 19世 紀のシベリアの植物文献     植
物にマ

19世紀に入って、シベリアを含む極東、  名
は本ニ

およびロシア全体の植物調査は活発になる。 は
チ リ

・

この時期に活躍 した主要な植物学者を出生   1858塗

年代llMに記すと次のようになる。フイッシ  た ° こ

ャー(Fo Eo Lo von Fischer)、 レ デボ  と 記載:

―ル (C.F,vonマ Ledebour)、 メ イヤー  ~ダ ~

(C.A.von Meyer)、ツルチュザニノフ  け て 「

(N.S.von Turczaninow)、 ブンゲ (A.  nac)

A.von Bunge)、  ト ラウ トヴエ ッター    Radde

(E.R.von Trautvetter)、 レーゲル   載 して

(E.A.von Regel)、  マ キシモヴイ ッチ
ヤ マ キタ

(C.」 .MaximOwicz)、  ハ ーダー
(F.G。  マ キシ

T.M.vOn Herder)、  コ ルシンスキー   日 本の

(S.Io KOrshinsky)な ど。 こ れらの人   ヤ
マノ

々の多 くは、セント・ピータースブルクの  多 数記

植物園長の経歴を持つ。 フイ ッシャーはメ  ム
ール

イヤーと共に、セン ト・ピータースブルク  属 は、

植物園の種子 目録 (1835-1838)を 書き、  終 りに

その中で、日本の高山植物に関係あるいく  「 東酎

つかの新学名を発表 している。 レデボール  紀 にス

は、 1841年から1851年迄かよって 「ロシ   rOv)

ア植物誌」全 4巻 を完結 しているが、前記   Busci

のパラスの 「ロシア植物誌」 と比較すると   大 活騎

ぐっと種類数が増えている。ツルチュザニ   つ てメ

ノフは、 1838年 に 「バイカル地方および  機 会“

ダフリアの植物目録」を出版 し、 1842年

から57年にかけて 「バイカルーダフリア植

物誌」を完成 している。後者の中には、サ

ンプクリンドウの母種の記載がある。ブン

ゲは、 1831年 に「中国北部採集植物 目録」

を発表 している。 トラウトヴエ ッターはメ

イヤーと共同で 1856年 「オホーツク地方

顕花植物小誌」を著 し、シベリア北東部の

図 4.パ ラス
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植物につき記述をした。エブカンブウの学     FLORA ROSSlcン 杖

五東、   名 は本書の中で発表されている。 レーゲル            封 4

こなる。  は
チリング(H.S.T.Tlling)と 共に、     ENU磁 蜘 ェo ttAF阻 A`RuM

を出生   1858年 「アヤン地方植物小誌」を発表 し
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ら
告号t岳』: `   ‖1路11告器iit粧竹常li廿l常ii縛il出格1出||が(A.  nac)」を出版、ラッデ(G.F.R.J.

ャ_    Radde)が 東シベ リアで採集 した植物を記

デル     載 して い る。 ナ ガ ハ キ タ ア ザ ミの 母 種 チ シ          V °
L U出剛Wよ」と9

「ッチ
ャ マ キタアザ ミは、この中で命名されている。

(F.G. マ キシモヴイ ッチは日本に来たこともあり

F _     日
本 の 高 山 植 物 も 、 ナ ン ブ イ ヌ ナ ズ ナ 、 オ          s T u T T c A R T I 飽 .

うの 人    ヤ
マ ノ エ ン ド ウ 、 ミ ヤ マ リ ン ド ウ 、 そ の 他       U M t t u u s 用

は

堤 | | と1 告: 】世

W E I Z , 【‖A R T

レクの   多 数記載発表 しているが、 1859年 に 「ア  図 5.レ デボール 「ロシア植物誌」第 4巻

―はメ   ム
ール植物誌」を出版 した。ツルリンドウ    の 扉

デルク   属 は、この中で設立されている。19世紀も

f書き、   終 りに近い 1898年 に、コルシンスキーの

れ、く   「 東部ロシア植物誌」が出版された。20世

ミール   紀 に入って、コマロフ(Ve L.K.KOma―
い
ロシ    rov)や ブ ッシュウ (N.Buschお よび E.    EIMtt FI″

OI Aヽ DES ARIUI其 ―IサANDES

前記   Busch)お よびフルテン(E.Hulttn)が

‐
ると   大 活躍し、極東北部の植物相が明らかにな

ザニ   っ て来るが、20世紀の研究については別の

「ょび   機 会にゆずることにする。
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